
第４学年 算数科 学習構想案 

日 時 令和７年１０月１６日（木）第３校時 

場 所 人吉市立中原小学校 ４年２組教室  

指導者 教諭 元村 悠花 

１ 単元構想 

単元名 がい数とその計算  （啓林館「わくわく算数」㊦ P.１８～２９） 

単元の 
目標 

⑴［知識及び技能］ 
概数が用いられる場合や四捨五入について理解し、身のまわりの数量を概数で表したり、概数を使
って四則計算の結果を見積もったりすることができる。A⑵ア 

⑵［思考力、判断力、表現力等］ 
  目的に応じて、概数の表し方を考えたり、概算の仕方を工夫したりしている。A⑵イ 
⑶［学びに向かう力、人間性等］ 

概数や概算に進んで関わり、振り返りを通して概数に表したり概算したりすることのよさに気付
き、生活や学習に生かそうとしている。 

単元の 
評価 
規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 概数が用いられる場合を知り、概数

の必要性を理解している。 A⑵ア(ｱ) 

② 以上、以下、未満の用語とその意味

について理解している。 A⑵ア(ｲ) 

③ 四捨五入などについて知り、四捨五

入などをして数を概数にすることがで

きる。 A⑵ア(ｲ) 

④ 目的に応じて、和、差、積、商を概数

で見積もることができる。 A⑵ア(ｳ) 

① 場面を捉えて判断し、目的

に合った概数の処理の仕方を

考えている。 A⑵イ(ｱ) 

② 日常生活で用いられている

数が、概数で表された数かど

うかを判断し、考察してい

る。 A⑵イ(ｱ) 

① 概数を用いると物事の判断や

処理が容易になるなどのよさに

気付き、目的に応じて自ら概数

で事象を把握しようとしてい

る。 

② 生活や学習の場面で、目的に

応じて計算の結果を見積もろう

としている。 

単元終了時の子供の姿（単元のゴールの姿・期待される姿） 

生活の中で、ある数を表したり計算したりするときに、目的に応じて四捨五入や切り捨て・切り上げを活用して数を見積も

ろうとする子供。 

単元を通した学習課題（単元の中心的な学習課題） 本単元で働かせる見方・考え方 

およその数の表し方と使い方を知り、様々な場面で使えるよ

うになろう。～アイガモ商店でお買い物～ 
数やその表現の仕方に着目し、概数を用いて数を表した

り、目的に応じて概数を用いたりすること。 

指導計画と評価計画（９時間取扱い 本時８／９） 

過
程 

時
間 

学習活動 
評価の観点等 

★は記録に残す評価の場面で「具体の評価規準」 

一 ４ 

〇 およその数で表された場面から概数の意味
を知り、単元の課題をつかむ。 

〇 概数の表し方について調べ、あるきまった
位を四捨五入する方法を理解する。 

 
〇 概数には、ある位までの概数、上から〇桁
の概数という表し方があることを知る。 

〇 概数の表す範囲を考え、以上、未満、以下
を使って数の範囲を表す。 

〇 概数を棒グラフに表す。 
 
 
〇 身の回りから、使われている概数を見付け
る。 

【態①】（ノート・発言） 
 
★【知①】（ノート・観察） 
○ 概数が用いられる場合を知り、概数の必要性を理解して

いる。 
【知③】（ノート・観察） 
 
【知②】（ノート・発言） 

 
★【思②】（ノート・発言） 
○ 日常生活で用いられている数が、概数で表された数かど
うか見付けている。 

★【態②】（観察） 
○ 生活や学習の場面で、目的に応じて計算の結果を見積
もろうとしている。 

二 ４ 

〇 加減の概算の仕方を理解し、問題を解く。 
〇 乗法の概算の仕方を理解し、問題を解く。 
 
〇 除法の概算の仕方を理解し、問題を解く。 
 
〇 切り捨て・切り上げを使った概算の仕方を理
解し、問題を解く。【本時】 

★【知④】（ノート・発言） 
〇 目的に応じて、和、差、積、商を概数で見積もること
ができる。 

★【態①】（観察・発言） 
○ 見積もりのよさに気付き、取り組もうとしている。 
★【思①】（ノート・観察・発言） 
○ 場面を捉えて判断し、目的に合った概数の処理の仕方を
考えている。 

三 １ 

〇 学習内容の定着を確認するとともに、本単元

の学びを振り返る。 

★【知②】（ノート） 
○ 以上、以下、未満の用語とその意味について理解してい

る。 
★【知③】（ノート） 
○ 四捨五入などについて知り、四捨五入などをして数を概

数にすることができる。 



２ 単元における系統及び子供の実態 

３ 指導に当たっての留意点 

視点１ 主体的な学びを支え、学びの本質へとつながる子供の問いを生み出す導入の工夫 

〇 児童の学習意欲を持続させるために、児童が馴染んでいるアイガモを取り入れた商店を毎時間開

き、日常生活と毎回関連させながら学習課題を解決していく。 

○ 本時では、子供が見積もり方のちがいに着目した問いをもてるように、見積もりの仕方がちがう 

買い物シーンをそれぞれ目的を伏せて提示する。 

視点２ 子供を深い学び・確かな学びへと導くゆさぶり発問や活動の設定  

 〇 目的に合わせて見積もりの仕方を工夫することが改めて必要であると理解できるように、再度買

い物場面を設定する。その際、前時までの学習と関連させ「四捨五入で見積もってはいけないのか」

と発問し、再度話し合いの場を設定する。 

学習指導要領における該当箇所(内容、指導事項等) 

学校学習指導要領第４学年 A⑵ 

〔知識及び技能〕ア 

（ア）概数が用いられる場合 （イ）四捨五入 （ウ）四則計算の結果の見積り 
〔思考力、判断力、表現力等〕イ 

（ア）「日常の事象における場面に着目し、目的に合った数の処理の仕方を考えること」、

「概数を日常生活に生かすこと」 

教材・題材の価値 

 本教材は、数量を概数を用いて表すことのよさに気付き、概数での表し方や概算を適切に処理する

力を身につけて日常生活で用いることができるようになることをねらいとする。 

本単元における系統 

 

子供の実態（単元の目標につながる学びの実態） 

■本単元を学習するにあたって身に付けておくべき基礎・基本の定着状況 

「資質・能力」に係る内容 学級正答率 

１０００のまとまりをつくって見積もることができる ７４ 

かさや重さをおよその大きさでとらえることができる。 ３６ 

位の意味を理解している。 ８４ 

数直線の読み方を理解している。 １００ 

                  （児童数１９人、単位：％）                    

■本単元の研究の視点に関する意識の状況             （児童数１９人、単位：％） 

「学び」に係る調査内容 よく まあまあ あまり ない 

「なぜ」「どうして」という「問い」をもちながら学習しているか。 ５８ ３７ ５ ０ 

自分の考えを主体的に友だちや先生に伝えているか。 ８４ １６ ０ ０ 

課題を解決するために、友だちと話し合っているか。 ９０ １０ ０ ０ 

友だちの意見をもとに自分の考えを見直しているか。 ６８ ２７ ５ ０ 

■考察 
（資質・能力に関して） 

 １０００のまとまりをつくって見積もることができる児童は多いが、かさをおよその大きさで捉え

ることができない児童が半数以上いた。一目盛りが表す大きさを表せなかったことが考えられる。本

単元においては、数やその表現の仕方に着目して、概数を用いて数を表し、目的に応じて適切に処理

できる力を育てていくことが必要である。 

（学びに関して） 

 多くの児童が意欲的に学習に参加するが、自信が持てずに、自力解決が進まない児童が数名いる。

全体的に、一人で考える時間よりも友達やグループで考え、伝え合うことを好む児童が多く、話し合

い活動を積極的に取り入れ、自分の意見と他の人の意見を比べながら授業を進めていくことで、自信

を持たせていく必要がある。 

【第４学年】がい数とその計算 
・概数の意味、四捨五入 
・概数の範囲 
・和や差、積、商の概算 

【第４学年】見積もりを使って 
・１００や１０００などのまとまりをつくって
見積もる 

【第５学年】見積もりを使って 
・さしひいて見積もる 

【第４学年】一億をこえる数 
・億、兆の位までの数 



４ 本時の学習 

（１）目標 買い物の場面で、異なる概算をした３人の考え方についてその理由を考えることができる。 
  
（２）展開 

過程 
時

間 

学習活動 
（◆発問、◇予想される子供の発言） 

〇指導上の留意事項 
（学習活動の目的・意図、内容、方法等） 

導 

入 

５
分 

１ 課題をつかむ。 

◆今まで、概数の表し方や、概数の計算について学び

ましたね。単元のゴールの確認をします。 

◆今日は、どんな買い物シーンが出てくるのかな。 

 ◇あれ？こっちの見積もり方は、１４５円は切り捨て

なのに、全部切り上げになっているよ。 

 ◇もう一方は、全部切り捨てだ。なんでだろう？ 

○概数の表し方や概数を使った計算につい

て振り返る。 

〔視点１について〕 

○四捨五入の見積もり方を取り上げた後

に、２パターンの違う見積もり方を提示

することによって、見積もり方の違いに

着目した問いをもてるようにする。 

 

 

展 

開 

25
分 

２ 課題の解決に向けて活動する。 

⑴ 個人で考える。 

 

 

 

◇お兄さんは、足りなくならないように、本当の代

金よりも大きめに見積もったと思うな。 

  ◇お母さんは、１０００円よりも大きくなりたいか

ら切り捨てて代金を小さくして計算したと思う。 

⑵ ペアで考える。 

◇お兄さんは、大きく見積もると絶対超えることは

ないと思ったのかもしれない。 

◇その金額よりも小さくしたいときには、小さく見

積もるといいのかもしれない。 

 ⑶ 全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

◆この前買った物は、実は四捨五入で見積もっても

買えたよ。だから、次は、四捨五入でお買い物し

ようって思っているけど、だめなのかな？ 

◇商品によっては買える物もあるけど、計算すると

目的の金額よりも大きかったり小さかったりする

から目的に合わせて見積もりの仕方を考えること

が大切。 

  ◆四捨五入はどんなときに使ったらいいのかな。 

◇だいたいの金額を知りたいときには、四捨五入を

使うといいね。 

３ 学習のまとめをする。 

 

 

○買い物シーンを一つずつ動画で提示する

ことによって、それぞれの状況の違いを

把握する。 

 

○それぞれの状況のちがいを考え、どのよ

うに見積もりを行ったのか、ノートに式

と理由をつなげて書かせる。 

 

○発表者の内容について、納得できたとこ

ろや説明を加えたいところ、異なるとこ

ろなどを意識して聞くよう促す。 

 （考えをつなぐ言葉の活用） 

 

 

〔視点２について〕 

○目的に合わせて見積もりの仕方を工夫す

ることが改めて必要であると理解できる

ように、再度買い物場面を設定する。そ

の際、前時まで学習してきた四捨五入で

見積もってはいけないのかを発問する。 

 

 

 

 

 

【到達していない子供への手立て】 

○友達の考えを共有アプリで確認し、自分

の考えを見直したり、よい考えを取り入

れたりできるようにする。 

終
末 

15
分 

４ 適用問題を解く。 

５ 振り返りをする。 

  振り返りをし、今日の学習を経ての納得度を確認す 

る。 

 

○目的に応じた見積もりの仕方ができるよ

うな問題場面を設定する。 

○振り返りの視点を与える。 

・どうやったら解決できたか。 

・これからの生活にどう生かすか。 

 

  

〔前提：授業の終末に、つぶやいてほしい子供の言葉〕 

・買い物をするときには、目的に合わせて見積もることが必要だね。 

・買い物に行ったときに、自分の目的を考えて見積もりを使って買い物をしてみたいな。 

【具体の評価規準】思① 

○場面を捉えて判断し、目的に合った概

数の処理の仕方を考えている。 

（方法：ノート・発言・観察） 

【まとめ】目的に合わせて見積もりをしているからちがう。 

【学習課題】どうして見積もり方がちがうのかな。 

ゆさぶり発問や活動 

◆四捨五入で見積もってはいけないのか。 



【板書計画】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ活用計画】 

 

 

 

 

 

 

 

【見方・考え方を働かせて解く適用問題等の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時導入の課題提示場面において、本時の見通しがもてる動画や画像をスライドで提示し、児童

の学習に対する意欲付けにする。 

○共有アプリを活用し、適用問題を解かせる。 

 

○令和６年度（２０２４年度）熊本県学力・学習状況調査 

小学校 第４学年 大問３ （３） 

などうして見積もり方がちがうのかな。 

がい数とその計算 

四捨五入 

切り上げ 

切り捨て 

 

 

 

ま目的に合わせて見積もりをしているからちがう。 

 

「これくらい」と 

分かったらよい 

・足りないと困るから 

・高く見積もるとこえる 

ことはないから 

・安く見積もると 

こえるから 

じっさいに買うと 

こえてしまった！ 四捨五入で見積もると、見積もった 

金額より大きくなったり小さくなったりする 

はなさん 

お母さん 

お兄さん 

1000円より大きくしたい！ 

1000円より小さくしたい！ 

四捨五入で 

買えた！！ 


